
毎
年

５
月
４
日
、
５
日
に
新
磯
地
区

の
相
模
川
河
川
敷

で
行
わ

れ
る
「
相
模

の

大
凧
ま
つ
り
」
で
揚

げ
ら
れ

る
大
凧

の
題
字
が
『
祝
政
』
に
決
ま
り
１
月

29

日
、
同
ま
つ
り

実
行

委
員
会
の

石
川
龍

二
委
員
長

ら
が
加
山

市
長
に
報
告
し
揮

毫
（
※
）
を
依
頼
し
た
。

大
凧
の
題
字
は
毎
年

11
月
か
ら

12
月

に
か
け

て
市
民
か
ら
募

集
し
、
今
回
は

応
募
総

数
１
３
９
点
（
題
字
総

数
１
０

４
点
）
の

応
募
の

中
か
ら
同
実
行

委
員

会
の
審

査
に
よ
り

、
大
久
保

英
子
さ
ん

（
横
山
在
住
）
他
４
名
の
作
品
『
祝
政
』

が
選
ば

れ
た
。
こ
の
題

字
に
は
今
年
４

月
の
政

令
指
定
都

市
移
行

を
祝
し

、
将

来
の

発
展
に
期
待
を
込
め
て

と
の
思
い

が
託
さ
れ
て

い
る

と
い
う

。
『
祝

政
』

の
文
字
は
、
加

山
市
長

が
揮
毫

し
た
も

の
を
見
本
に
、
大
凧
に
赤
と
青
色
を
使
っ

て
描
か
れ
る

。
ま
た
佳

作
に
は
、
「
躍

風
」
「
相
模
」
が
選
ば
れ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
４
月

24
日
、

25
日
に

相
模
川
河
川
敷

や
新
戸

ス
ポ
ー
ツ
広

場

な
ど

で
政
令
指

定
都

市
移
行
を
祝
っ
て

行
な
わ
れ
る

『
風
と
大
地
の
饗

宴
』
で

も
、
大
凧
が
空
を

舞
う

。
両

日
は
子
ど

も
凧
揚

げ
大
会

や
日
本
各
地
の

凧
の

保

存
会
が
参
加
す
る
交
流
凧
揚
げ
大
会

な

ど
が
行
な
わ
れ
る
。

※
揮
毫
（
き
ご
う
）
＝

字
や
書
画

を

書
く
こ
と
。

Ｓ
Ｃ
相
模
原
が
Ｊ
リ
ー
グ
準
加
盟

Ｓ
Ｃ
相

模
原
（
望
月
重
良
代

表
）
の

Ｊ
リ
ー
グ
準
加
盟
が
２
月

16
日
、
Ｊ
リ
ー

グ
理
事
会
に

よ
り
正
式

に

承
認
さ
れ
た
。

準

加
盟
制
度
は
、
将
来
Ｊ
２
入
り

を
目

指

す
ク
ラ
ブ

を
認
定
し
、
昇
格
す
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て

い
く

制
度
。
Ｓ

Ｃ
相
模
原
は
現

在
、
県
リ
ー
グ
に

所
属

し
て
お
り

、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
や
地
域

リ
ー
グ
以

外
の
ク
ラ
ブ

が
承
認
さ
れ
る
の
は

異
例

で
、
初
め
て
の
出
来
事
。

■
中
央
地
区
福
祉
講
座

３
月

19
日

１
時

30
分
～
３
時

30

分

、
中
央
公
民
館
で
。
野
原
す
み
れ
さ

ん
を
講
師
に

招
き
～
介

護
を
楽
に
す
る

魔
法
の
一
言
～
「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
」

の

講
座
を

開
催
。
野
原
さ

ん
は
「
が
ん

ば

ら
な
い
介

護
」
を
日
本
で
初

め
て
提

唱
、
著
書
も
多

数
。
定
員

80
名
。
申
込

み
＝
中
央
公
民
館

０
４
２
（
７
５
８
）

９
０
０
０
。

■
暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座

３
月

20
日

８
時

15
分
、
横
山
公
民

館
集
合
、

17
時
頃
ま
で
。
エ
コ
に
取
り

組

む
企
業
の

現
状
を
見
学
。
バ

ス
で
小

田
原
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
神
奈
川
工
場
に
行

き
ま
す

。
費

用
５

０
０
円
。
弁

当
、
飲
み
物
、
雨

具
な
ど

持
参
。
歩
き
や
す

い
服
装
で

ご
参
加
く

だ
さ

い
。
申

込
み
＝

横
山

公
民
館

０

４
２
（
７
５
６
）
１
５
５
５
。

■
リ
レ
ー
映
画
大
会

３
月

28
日


10
時

30
分
～

15
時
、

中
央

公
民
館
で
。
ミ

ッ
キ

ー
＆
ド
ナ
ル

ド
特

集
。
「
ミ

ッ
キ

ー
マ
ウ
ス
の
た
の

し
い
ゆ
め
」
「
き
こ
り
の

ド
ナ
ル
ド
」

な
ど
短
編
映
画

20
本
を
上
映
。
当
日
直

接
会

場
へ
。
問
合
せ
＝
中
央
公

民
館


０
４
２
（
７
５
８
）
９
０
０
０
。

■
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

～
フ

ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
～

３
月

27
日

３
時
～
、
あ
じ
さ
い
会

館
で

。
曲
目
は
サ
ン
＝
サ

ー
ン

ス
の

白

鳥
他
。
ピ
ア
ノ
の

太
田

太
郎
さ

ん
（
橋

本
在
住

）
は
７
年

間
ド
イ
ツ
で
研
鑽

し

Ａ
Ｓ
Ａ
で
は
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
読
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
ベ
ル
マ
ー
ク
を
近
隣
の
学
校
に
届
け
ま
す
。
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
た
ら
、
Ａ
Ｓ
Ａ
相
模
原
中
央

０
４
２
（７
５
２
）
９
４
９
７
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
！

◆相模原市の人口と世帯数（１月１日現在）＝人口７１２,９２３人（先月より５２人増）・世帯数２９９,１３２世帯（同１２８世帯増）[2010年２月２８日発行]

星
が
丘
小
学
校
体

育
館
で
練
習
す
る

ミ

ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
チ

ー
ム
。

星
が
丘
小

や
陽
光
台
小
、
横
山

小
な
ど

１
年
～
６
年
ま
で
の

38
名
（
男
子

17
名
、

女
子

21
名
）
が
、
元
気
よ
く
練
習
に
励

ん
で
い
る

。
バ

ス
ケ
ッ
ト
を

楽
し
む
こ

と
を
伝
え
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
け

じ
め

も
大
切
に
指

導
す
る
宇
田
川
康
博
監
督

を
、
子
供

た
ち
は

と
て
も
信
頼
し
て
お

り

、
チ

ー
ム

ワ
ー
ク
も
と
て

も
よ
い
と

い
う
。

11
人
の
コ
ー
チ
も
練
習
を
支
え
、

今
年

度
の
チ

ー
ム
は
北
相
東
地
区

大
会

で

男
子
優

勝
、
女
子
準
優
勝

。
市
民
選

手

権
で
は
男
子
優
勝

、
女

子
３
位

入
賞

を

果

し

、

男
子

は

神

奈

川

県
の

大
会

（
北
相

カ
ッ
プ
大
会
）
に
も
出
場

し
準

優

勝
を
飾

っ
た

。
さ

ら
に
田

中
智

也
君

（
６
年

）
は
神
奈
川

県
の
優

秀
選
手
に

も
選
ば
れ
た
と
い
う
。
「
チ
ー
ム
プ
レ
ー

の

よ
さ
が
わ
か
っ
て
き
た
し

、
き
び
し

い
練
習
も
が

ん
ば
れ
て
精
神
的
に

も
強

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
キ
ャ
プ
テ

ン
の
山
田

樹
君
（
６
年

）
は
元
気
よ
く

話
し
た

。
「
み

ん
な
仲
が

よ
く
、
上
級

生
が
下
級
生
の
面
倒
を
自
然
に

み
て
い

ま
す
。
試
合
で
も
集
中
力
が
つ
い
て

、

成
長
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
」

と
、
お
母
さ
ん
方
も
和

気
あ
い
あ

い
と

楽
し
み
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。

練
習
は
月
、
木
曜
日
の

17
時
か
ら

19

時

30
分
、
土
曜
日
は

13
時
か
ら

16
時
、

日
曜
日
は
９
時
か
ら

16
時
。
一
緒
に
バ

ス
ケ
ッ
ト

を
楽
し
む
仲
間
を
募

集
し
て

い
る
。
詳
細
、
問
い
合
わ

せ
は
Ｈ
Ｐ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。H

P
h
t
t
p
:
/

/
s
t
ar
v
i
c
t
o
r
ie
s
.
w
e
b
.
f
c
2
.
c

om
/

E
-m
ai
l

h
os
hi
ga
o
ka
_

vi
ct
or
ie
s@
ya
ho
o.
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p

■
あ
さ
ポ
ケ
次
号
は
３
月

28
日

の
発
行
で
す
。

子
育
て
講
演
や
企
業
研
修
で
必
ず
課
題
に
出

す
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
『
人
は
何

を
求
め
て
生
き
る
の
か
』
で
す
。
こ
の
課
題
を

10
分
そ
こ
ら
で
考
え
て
も
ら
う
の
で
す
が
、

現
実
10
分
そ
こ
ら
で
考
え
ら
れ
る
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
一
生
か
け
て
考
え
て

い
く
問
題
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
は
そ
の
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
正
解
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
自
由
に
考
え
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
…
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
出
て
く
る
中
で
私
は
、

一
つ
の
「
答
え
」
を
皆
さ
ん
に
提
案
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
「
私
た
ち
は
人
よ
り
も
優
れ
て

い
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
一
言
で
「
優
越
性

の
欲
求
」
と
い
い
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
「
人
よ

り
劣
っ
て
い
た
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
く
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
、
「
人
が

認
め
て
く
れ
な
い
」
「
人
が
よ
く
見
て
く
れ
な

い
」
「
人
が
大
事
に
扱
っ
て
く
れ
な
い
」
「
人

が
愛
し
て
く
れ
な
い
」
「
人
が
よ
く
思
っ
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
怖
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
を
一
言
で
「
自
己
尊
重
感
の
不
安
」
と
言
い

ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
人
は
み
な
意
識
す
る
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
自
己
尊
重
感
」

を
求
め
て
生
き
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
す
。

前
回
、
お
ね
し
ょ
の
子
が
デ
パ
ー
ト
に
行
っ

た
と
き
、
店
員
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て

有
頂
天
に
な
っ
た
話
を
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
こ
こ
で
す
。
本
来
な
ら
客
は
親
の
ほ
う
で
す

か
ら
、
店
員
が
親
に
挨
拶
し
て
当
然
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
親
は
「
今
日
は
私
が
お
客
で
は
な

い
か
ら
、
こ
の
子
に
挨
拶
を
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
い
ま
し
た
。
実
は
こ
こ
が
す
ば
ら
し

い
。
な
ぜ
な
ら
、
親
の
そ
の
言
葉
は
子
ど
も
の

自
己
尊
重
感
を
刺
激
し
、
店
員
の
子
ど
も
へ
の

挨
拶
は
そ
の
子
の
自
己
尊
重
感
を
満
た
し
た
こ

と
に
な
る
か
ら
で
す
。
平
た
く
言
え
ば
、
「
子

ど
も
扱
い
を
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
人
が
「
自
分

の
顔
を
立
て
て
く
れ
た
」
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
そ
の
子
は
大
い
に
満
足
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
そ
の
子
の
自
覚
を
高
め
、

お
ね
し
ょ
を
止
め
る
力
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い

う
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
使
わ
な
い
手
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
自
主
的
に
勉
強
さ
せ
た
い
と
お

考
え
な
ら
、
子
ど
も
の
自
己
尊
重
感
を
刺
激
す

る
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

２
月

25
日
に
創
刊
し
た
朝
日
新
聞
出

版
の
分
冊
百
科
『
週
刊

野

菜
づ
く
り

花
づ
く
り
』
の
創
刊
号
を
、
抽
選
で

20

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
あ
さ

の

ポ
ケ
ッ
ト
編
集
室
「
野
菜
と
花
係
」

ま

で

。
住

所

・

氏

名

・

年

齢
・

職

業

（
学
年
）
・
本
紙
に
対

す
る
ご
意
見
、

ご
感
想
等
明
記
。
締
切
り

は
３
月

８
日

必
着
分
ま
で
。

【
応
募
先
】
〒
２
２
８


０
８
１
３

松
が
枝
町
７

４

as
a
po
k
e@
mt
g
.

b
ig
lo
be.

ne
.j
p

※
同
書
は
毎
週
木

曜
日
発
売
。
全

30

冊
。
創
刊
号
は
「
春
か
ら
始
め
る
根
菜

類
」
「
春
迎

え
の
花

々
」
の
内

容
。
２

号
目
以
降
５
８
０
円
（
税
込
）
。

数
々
の

受
賞
実

績
を
持
つ
。
フ
ル

ー
ト

は
池
田
み
ゆ
き
さ

ん
。
入
場
料
は

一
般

１
０
０
０
円
、

65
歳
以
上
無
料
。
チ
ケ
ッ

ト
取

扱
い
＝

０
９
０
（
１
７
０
２

）

２
２
２
６
（
岡
部
）
。

●
陽
光
台
公
民
館

３
月
５
日


18
時
～

20
時
、
６
日


10
時
～

21
時
、
７
日


10
時
～

15
時
。

５
日
は

ビ
ッ
グ
マ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の

音
楽
隊
に
よ
る
ピ
ア
ノ
、
フ
ル

ー
ト
、

ア
コ
ー
デ

ィ
オ

ン
の

コ
ン
サ
ー
ト
（
入

場

無
料
、
先
着
１
０
０
名
）
。
６
日
は

作
品

展
示
、
模
擬
店
、
芸
能

発
表
、
ダ

ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
７
日
は

作
品

展
示
、
模
擬
店
、
サ
ー
ク
ル
の
活

動

発

表
が
あ
り
ま
す

。
問
合
せ
＝

陽
光
台
公

民
館

０
４
２
（
７
５
５
）
３
４

５
１
。

●
星
が
丘
公
民
館

３
月
６
日


10
時
～

17
時
、
７
日


10
時
～

15
時
。
６
日
は
サ
ウ
ン
ド
喫
茶

や
フ

ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の

つ
ど

い
、
お
茶

会
、
子
供
の

広
場
な
ど
。
７
日
は

音
楽

と
芸
能
の
広
場
。
両
日
と
も
絵
手
紙
体

験

や
健
康
相
談
、
模
擬
店
も
多

数
で
ま

す
。
問
合

せ
＝

星
が
丘
公
民
館

０
４

２
（
７
５
５
）
０
６
０
０
。

●
横
山
公
民
館

３
月
６
日

、
７
日

、
両
日
と
も

10
時
～

15
時
。
作
品
展
示
、
舞
台
発
表
、

模
擬
店

な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

楽

し
め
る
内
容
。
６
日

13
時

30
分
～
、
吟

詠
家
で
プ
ロ
歌
手
の

志
田
紫
岳

さ
ん
に

よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
も
あ
り
ま

す
（
参
加

費
２

０
０
円

、
中
学
生

以
下
無
料
）
。

問
合

せ
＝

横
山
公

民
館

０
４
２

（
７

５
６
）
１
５
５
５
。

Ｓ
Ｃ
相
模
原

VS
ジ
ャ
パ
ン
ド
リ
ー
ム

チ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
チ
が
１
月

31

日
、
麻

溝
公
園
競

技
場

で
行
わ

れ
、
Ｓ

Ｃ
相
模
原
が
２


０
で
ド

リ
ー
ム
チ

ー

ム
を
下
し
、
約
８
０
０
０
人
の
観

衆
の

前
で
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ド
リ

ー
ム

チ
ー
ム
は
名
波
浩
、
藤
田

俊

哉
、
前
園
真
聖
、
鈴
木

隆
行

、
戸

田

和

幸
、
名
良
橋

晃
な
ど
元
日
本
代

表
や

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
で
構

成
さ
れ
る

チ
ー
ム
。

Ｓ
Ｃ
は

20
代
の
選
手
が
ほ
と
ん
ど
で
、

運
動
量
で
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
を
上
回
り
、

前

半
か
ら

ゲ
ー
ム
を
優
位
に
進

め
た

。

Ｓ
Ｃ
は
、
疲
れ
の
見
え
始
め
た

ド
リ

ー

ム
チ
ー
ム
か
ら
、
後

半

35
分
と
終
了
間

際
に
得
点
し
、
夢
の
対
決
を
制
し
た
。


